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観光業界・一般社会の動き 【
１
９
５
０
年
〜
】

１
９
５
０
年
４
月

「
旅
館
新
聞
」
を
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
２
頁
で
。
新

聞
発
行
所
は
東
京
・
日
本
橋
・
日
本
火
災
海
上
ビ
ル
内
。

１
９
５
７
年
７
月

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
旬
刊
４
頁
へ
。
東
京
・
千
代
田

区
神
田
美
土
代
町
美
工
ビ
ル
へ
移
転
。

１
９
５
８
年
２
月

大
阪
支
局
を
開
設
。

１
９
５
９
年
４
月

大
版
２
頁
発
行
の
週
刊
紙
に
切
り
換
え
る
。

【
１
９
６
０
年
〜
】

１
９
６
０
年
１０
月

資
本
金
３０
万
円
の
株
式
会
社
に
。
取
締
役
社
長

に
児
玉
登
が
就
任
。

１
９
６
１
年
８
月

会
社
分
裂
で
、
旧
社
員
に
よ
る
「
日
本
旅
館
新

聞
」
（
旬
刊
４
頁
）
が
発
行
さ
れ
る
（
３
年
後
に
倒
産
）
。

１
９
６
１
年
１０
月

江
口
恒
明
が
分
裂
後
に
編
集
長
と
し
て
入
社
。

１
９
６
３
年
３
月

資
本
金
を
２
０
０
万
円
に
増
資
。
江
口
恒
明
が

専
務
取
締
役
に
就
任
。

１
９
６
４
年
９
月

本
社
を
東
京
・
中
央
区
宝
町
に
移
転
。

【
１
９
７
０
年
〜
】

１
９
７
０
年
４
月

大
版
４
〜
８
頁
の
週
刊
紙
へ
。

１
９
７
４
年
１
月

倒
産
同
様
の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
。

１
９
７
４
年
４
月
１
日

取
締
役
社
長
に
江
口
恒
明
、
取
締
役
関
西

支
社
長
に
河
合
美
佐
男
、
監
査
役
に
伊
藤
晴
彦
が
就
任
。
再
建
計
画
を

ス
タ
ー
ト
。
資
本
金
を
４
８
０
万
円
に
。
さ
ら
に
１
２
４
０
万
円
に
増

資
。
株
主
数
４６
名
。
抜
本
的
な
企
業
体
質
の
改
善
を
図
る
。

１
９
７
４
年
８
月

資
本
金
を
２
千
万
円
に
増
資
。

１
９
７
４
年
１０
月
１
日

職
場
環
境
の
改
善
を
図
り
本
社
を
千
代
田

区
西
神
田
の
新
ビ
ル
へ
移
転
。

１
９
７
４
年
１２
月
１９
日

東
京
・
八
重
洲
の
観
光
ク
ラ
ブ
で
第
１４
回

株
主
総
会
開
き
、
取
締
役
に
山
田
弥
一
就
任
。

１
９
７
５
年
８
月

再
建
計
画
を
終
了
宣
言
（
１
年
５
カ
月
で
）
。

１
９
７
６
年
１１
月

創
刊
１
０
０
０
号
の
特
集
号
を
発
行
。

１
９
７
７
年
４
月

読
者
と
共
同
編
集
を
図
る
た
め
に
「
日
観
連
支

部
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
同
時
に
通
信
員
制
度
を
設
け
る
。
総

理
大
臣
主
催
の
「
桜
を
み
る
会
」
に
江
口
社
長
が
社
団
法
人
日
本
専
門

新
聞
協
会
代
表
で
出
席
。

１
９
７
７
年
６
月

社
員
英
会
話
教
室
を
設
け
る
（
講
師
は
ガ
イ
ド

試
験
専
門
講
師
）
。

１
９
７
９
年
１１
月

「
国
観
連
支
部
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
欄
開
設
。

【
１
９
８
０
年
〜
】

１
９
８
１
年
１０
月

創
刊
３０
周
年
。
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
多
彩
な

事
業
出
版
を
実
施
。

１
９
８
２
年
１０
月

「
公
旅
連
支
部
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
欄
新
設
。

１
９
８
４
年
９
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
江
口
社
長
が
出
演
。
以
後
１０
回
放
送
。

１
９
８
６
年
６
月
６
日

公
旅
連
創
立
３０
周
年
記
念
大
会
で
、
本
社

に
感
謝
状
。

１
９
８
６
年
１２
月

新
年
号
掲
載
の
大
手
４
社
旅
行
業
ト
ッ
プ
の
座

談
会
（
会
場
�
東
京
紀
尾
井
町
・
福
田
家
）
が
定
着
行
事
と
な
る
。

１
９
８
７
年
３
月

決
算
期
を
１０
月
か
ら
３
月
末
に
変
更
。

１
９
８
７
年
５
月

フ
ジ
テ
レ
ビ
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
本
社
を

観
光
産
業
の
ユ
ニ
ー
ク
代
表
専
門
紙
と
し
て
７
分
間
放
映
。

１
９
８
７
年
９
月

第
１
回
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」
を
実

施
。
旅
館
人
気
番
付
ベ
ス
ト
２
０
０
も
発
表
。

１
９
８
７
年
１０
月

創
刊
１
５
０
０
号
を
迎
え
る
。
２
回
で
６４
頁
の

特
集
号
を
発
行
。

１
９
８
９
年
４
月

女
性
の
時
代
の
中
で
女
将
商
法
の
役
割
を
重
視

し
、
「
女
将
商
法
の
あ
れ
こ
れ
」
の
座
談
会
シ
リ
ー
ズ
を
ス
タ
ー
ト
（
年

２
回
）
。

１
９
８
９
年
６
月

本
社
主
催
の
美
術
展
を
開
催
（
鬼
怒
川
・
伊
東

・
箱
根
）
。

【
１
９
９
０
年
〜
】

１
９
９
０
年
８
月

創
刊
４０
周
年
を
迎
え
る
。
特
集
号
３
回
で
８４
頁

を
発
行
。

１
９
９
１
年
３
月

第
１
回
日
・
韓
観
光
セ
ミ
ナ
ー
（
韓
国
で
６
０

０
名
参
加
）
で
江
口
社
長
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
講
師
を
務
め
る
。

１
９
９
４
年
１
月

本
社
を
東
京
・
上
野
池
之
端
に
移
転
。
本
社
と

編
集
製
作
工
場
の
一
体
化
を
図
る
。

１
９
９
４
年
２
月

実
務
レ
ベ
ル
の
関
係
先
を
招
き
、
工
場
見
学
を

兼
ね
た
本
社
移
転
披
露
。

１
９
９
４
年
９
月

東
北
ツ
ア
ー
ズ
の
管
理
職
教
育
の
セ
ミ
ナ
ー
を

担
当
（
年
間
）
。

１
９
９
４
年
１０
月

編
集
紙
面
に
「
全
旅
連
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

「
日
観
連
・
国
観
連
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
る
。

１
９
９
５
年
１
月

本
社
推
進
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
を
設
け
る

（
�
特
消
税
を
地
方
消
費
税
に
吸
収
し
よ
う
�
低
価
格
時
代
、
経
営
の

再
構
築
を
推
進
し
よ
う
�
旅
行
業
と
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
真
の
一
体
化
を

�
祝
日
３
連
休
の
国
民
的
な
合
意
を
図
ろ
う
）
。

１
９
９
５
年
４
月

創
刊
４５
周
年
を
迎
え
る
。

１
９
９
５
年
７
月

本
社
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

特
別
地
方
消
費
税
撤
廃
運
動
で
、
「
主
張
」
「
提
言
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
業
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
特
消
税
対
策

の
運
動
資
金
１
０
０
万
円
を
全
旅
連
青
年
部
へ
贈
呈
。

１
９
９
５
年
９
月

委
託
出
版
と
し
て
小
冊
子「
お
か
み
」を
発
行
。

全
旅
連
各
県
旅
組
推
薦
の
１
３
５
人
の
女
将
奮
戦
記
を
収
録
し
た
も
の

で
、
全
旅
連
大
会
の
記
念
誌
。

１
９
９
６
年
１
月

「
観
光
経
済
新
聞
縮
刷
版
」
（
平
成
６
・
７
年

版
）
を
発
行
。

１
９
９
６
年
７
月

委
託
出
版
と
し
て
「
運
輸
大
臣
表
彰
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
」
を
発
行
（
例
年
の
出
版
に
）
。

１
９
９
６
年
８
月

東
北
ツ
ア
ー
ズ
社
員
研
修
を
実
施
（
委
託
事
業

２
年
間
を
終
了
）
。

１
９
９
６
年
８
月

本
社
第
２
会
議
室
を
設
け
る
。
約
３５
坪
で
座
談

会
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
多
目
的
利
用
の
会
議
室
。

１
９
９
７
年
１
月

２１
世
紀
へ
本
社
の
あ
る
べ
き
姿
（
経
営
理
念
・

ビ
ジ
ョ
ン
）
を
全
社
員
会
議
で
発
表
。

１
９
９
７
年
３
月

第
３６
期
決
算
で
、景
気
低
迷
期
に
か
か
わ
ら
ず
、

売
上
額
は
最
高
を
記
録
（
し
か
し
増
収
減
益
）
。

１
９
９
８
年
４
月

創
刊
２
０
０
０
号
記
念
出
版
と
し
て
平
成
８
・

９
年
の
「
縮
刷
版
」
を
発
行
。

１
９
９
８
年
６
月

創
刊
２
０
０
０
号
を
迎
え
る
。
３２
ペ
ー
ジ
の
特

集
号
を
発
行
。

１
９
９
８
年
７
月

江
口
社
長
が
東
京
霞
ヶ
関
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第
３６
期
会
長
に
就
任
。

１
９
９
８
年
７
月

創
刊
２
０
０
０
号
を
記
念
し
た
論
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
選
作
品
を
発
表
。
優
秀
賞
２
点
、
佳
作
５
点
。

１
９
９
９
年
１
月

紙
面
刷
新
。
読
み
や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め
記

事
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
ペ
ー
ジ
分
け
。

１
９
９
９
年
８
月

女
将
が
薦
め
る
女
将
の
宿「
ほ
の
ぼ
の
会
」が
、

本
社
を
事
務
局
と
し
て
立
ち
上
げ
。

１
９
９
９
年
１０
月

江
口
社
長
が
日
本
専
門
新
聞
協
会
の
功
績
賞
を

受
賞
。

【
２
０
０
０
年
〜
】

２
０
０
０
年
１
月

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
認
定
証
授

与
式
」
を
東
京
・
池
袋
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
初
開
催
。
関
係

者
３
０
０
人
が
出
席
。
２
５
０
選
に
選
ば
れ
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
星
の

マ
ー
ク
の
認
定
証
を
授
与
す
る
。

２
０
０
０
年
１
月

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
認
定
証
授

与
式
」
の
懇
親
会
で
本
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
表
。
同
時
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
可
能
な
「
動
画
Ｃ
Ｍ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。

２
０
０
０
年
４
月

創
刊
５０
周
年
。
特
集
号
の
発
行
は
景
気
低
迷
期

に
つ
き
見
送
る
。

２
０
０
１
年
１
月

第
２
回
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
認

定
証
授
与
式
」
を
東
京
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
開
催
。
本
紙
の

創
刊
５０
周
年
を
記
念
し
た
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
表
彰
式
も
同
時

に
行
う
。

２
０
０
１
年
２
月

海
外
旅
行
の
専
門
誌
を
発
行
す
る
「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
業
務
提
携
に
合
意
。

２
０
０
１
年
５
月

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
の
業
務
提
携
を
関
係

者
に
報
告
す
る
昼
食
会
を
東
京
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で
開

催
。２

０
０
１
年
７
月

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
の
業
務
提
携
に
伴

い
、
北
海
道
、
東
北
、
名
古
屋
、
九
州
の
４
支
局
を
開
設
す
る
。

２
０
０
２
年
７
月

読
み
や
す
い
紙
面
に
す
る
た
め
新
聞
の
活
字
を

大
き
く
す
る
（
１
段
１１
字
組
み
に
）
。

２
０
０
２
年
３
月

中
国
の
国
営
観
光
専
門
紙
「
中
国
旅
游
報
」
と

業
務
提
携
に
合
意
。
中
国
全
土
に
３３
の
支
局
を
持
つ
週
３
回
発
行
の
専

門
紙
。

２
０
０
２
年
３
月

台
湾
の
月
刊
旅
行
雑
誌
「
台
湾
ブ
ラ
ン
カ
」
な

ど
を
発
行
す
る
「
日
僑
文
化
事
業
股
�
有
限
公
司
」
と
業
務
提
携
。

２
０
０
２
年
７
月

韓
国
の
観
光
旅
行
専
門
紙「
韓
国
旅
行
新
聞
社
」

と
業
務
提
携
に
合
意
。
東
ア
ジ
ア
圏
の
報
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
。２

０
０
３
年
１
月

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
認
定
証
授

与
式
」
の
会
場
を
同
年
か
ら
東
京
・
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
変
更
。

２
０
０
３
年
５
月

本
紙
に
連
載
の
コ
ラ
ム
「
体
験
型
観
光
の
す
す

め
」
（
藤
澤
安
良
氏
著
）
を
一
冊
に
ま
と
め
た
単
行
本
を
出
版
。

２
０
０
３
年
５
月

江
口
社
長
が
日
本
専
門
新
聞
協
会
理
事
に
就

任
。２

０
０
３
年
１０
月

参
議
院
選
挙
に
出
馬
予
定
の
小
原
け
ん
じ
氏
の

後
援
会
発
行
の
冊
子
「
小
原
け
ん
じ
物
語
」
の
編
集
協
力
。

２
０
０
３
年
１２
月

台
湾
・
新
光
グ
ル
ー
プ
の
新
光
銀
行
が
高
額
預

金
層
に
発
行
し
て
い
る
雑
誌
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」
に
掲
載
す
る
、
日

本
の
高
級
旅
館
の
紹
介
記
事
を
編
集
協
力
。

２
０
０
４
年
１
月

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
認
定
証
授

与
式
」
で
５
年
連
続
入
選
の
施
設
に
「
５
つ
星
」
の
認
定
証
を
初
め
て

授
与
す
る
。
業
界
初
の
「
宿
の
格
付
け
」
と
話
題
に
。

２
０
０
５
年
２
月

「
日
本
旅
館
ホ
テ
ル
名
鑑
」
出
版
。
日
本
の
名

旅
館
の
企
業
情
報
を
掲
載
し
た
日
本
初
の
名
鑑
。

２
０
０
５
年
２
月

上
場
企
業
約
２
０
０
０
社
へ
新
聞
記
事
を
配
信

す
る
「
Ｅ
Ｌ
ネ
ッ
ト
」
と
連
携
。

２
０
０
５
年
４
月

創
刊
５５
周
年
を
迎
え
る
。

２
０
０
５
年
７
月

「
観
光
栃
木
の
魅
力
を
創
る
女
将
の
会
」
が
発

行
す
る
冊
子
「
癒
し
の
旅
へ
�
栃
木
の
宿

女
将
た
ち
の
物
語
り
�
」

の
編
集
協
力
。

２
０
０
５
年
１０
月

天
皇
皇
后
両
陛
下
主
催
の
秋
の
園
遊
会
に
江
口

社
長
が
日
本
専
門
新
聞
協
会
代
表
で
出
席
。
両
陛
下
か
ら
お
言
葉
を
頂

く
。２

０
０
５
年
１０
月

常
務
取
締
役
積
田
朋
子
が
日
本
専
門
新
聞
協
会

の
役
員
表
彰
。

２
０
０
６
年
３
月

創
刊
５５
周
年
記
念
出
版
「
５
つ
星
の
宿
」
を
出

版
。
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
に
５
年
以
上
入
選
し
た
宿

の
紹
介
本
。

２
０
０
６
年
７
月

韓
国
・
済
州
島
へ
社
員
研
修
旅
行
。
済
州
道
観

光
協
会
を
表
敬
訪
問
す
る
。

２
０
０
６
年
１０
月

冊
子
「
日
本
の
宿

女
将
」
発
行
。
伝
統
文
化

を
守
る
日
本
旅
館
の
女
将
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
名
旅
館
の
紹
介
本
。

２
０
０
７
年
５
月

前
年
に
続
き
、
冊
子
「
５
つ
星
の
宿
」
（
２
０

０
７
年
版
）
を
発
行
。

２
０
０
７
年
９
月

旅
館
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
「
金
融
機
関
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方
」
を
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
共
同
で
開

催
。２

０
０
８
年
４
月

「
５
つ
星
の
宿
」
２
０
０
８
年
版
を
発
行
。

２
０
０
８
年
１０
月

「
観
光
庁
」
の
発
足
を
記
念
し
て
３２
頁
の
特
集

号
を
発
行
。

２
０
０
９
年
１
月

創
刊
２
５
０
０
号
。

朝鮮戦争勃発

日米安保条約調印

メーデー事件

ＮＨＫテレビ放送開始

第５福竜丸被爆

自由民主党誕生

日ソ共同宣言

なべ底不況

東京タワー竣工

皇太子ご成婚

カラーテレビ放送開始

世界初の有人宇宙船

東京都世界初１０００万人都市

ケネディ大統領暗殺

東京オリンピック

大学生数１００万人突破

日本の人口１億人突破

ＡＳＥＡＮ結成

３億円事件

アポロ１１号人類初月面着陸

よど号ハイジャック

ニクソンショック

沖縄返還

第１次石油ショック

ルバング島で小野田元少尉発見

サイゴン陥落

ロッキード事件

王選手ホームラン世界記録

成田空港開港

ソ連アフガニスタン侵攻

イラン・イラク戦争勃発

ダイアナ妃結婚

５００円硬貨発行

三宅島噴火

グリコ森永事件

日航機墜落

チェルノブイリ原発事故

ブラックマンデー

リクルート事件

消費税スタート

バブル崩壊

ソ連崩壊

東京佐川急便事件

５５年体制崩壊

松本サリン事件

阪神淡路大震災

Ｏ‐１５７食中毒多発

拓銀、山一證券破綻

毒入りカレー事件

日銀ゼロ金利政策

２０００円札発行

米国同時多発テロ

小泉首相訪朝

ＳＡＲＳ流行

新潟県中越地震

耐震偽装問題

ライブドア事件

食品偽装問題

サブプライム問題

昭和２５年（１９５０）
帝国ホテルが政府登録第１号
昭和２６年（１９５１）
日本航空設立
昭和２７年（１９５２）
羽田一部返還、東京国際空港に改名
昭和２８年（１９５３）
国際観光旅館連盟が社団法人認可
昭和２９年（１９５４）
青函連絡船洞爺丸転覆
昭和３０年（１９５５）
運輸省観光部、観光局に昇格
昭和３１年（１９５６）
国民宿舎設置開始
昭和３２年（１９５７）
さっぽろテレビ塔開業
昭和３３年（１９５８）
関門国道トンネル開通
昭和３４年（１９５９）
日本観光協会新発足
昭和３５年（１９６０）
浅草寺雷門再建
昭和３６年（１９６１）
運輸省、初の観光白書
昭和３７年（１９６２）
北陸本線北陸トンネル開通
昭和３８年（１９６３）
観光基本法公布
昭和３９年（１９６４）
東海道新幹線開業
昭和４０年（１９６５）
第１回観光週間
昭和４１年（１９６６）
東アジア観光協会設立
昭和４２年（１９６７）
国際観光年
昭和４３年（１９６８）
運輸省観光局廃止、観光部に
昭和４４年（１９６９）
東名高速道路全線開通
昭和４５年（１９７０）
大阪で万国博覧会
昭和４６年（１９７１）
旅行業法公布
昭和４７年（１９７２）
山陽新幹線新大阪～岡山開業
昭和４８年（１９７３）
関門橋開通
昭和４９年（１９７４）
日中航空協定署名
昭和５０年（１９７５）
沖縄海洋博
昭和５１年（１９７６）
新幹線こだまに禁煙車
昭和５２年（１９７７）
第１回 JATAコングレス開催
昭和５３年（１９７８）
日本、世界観光機関加盟
昭和５４年（１９７９）
上越新幹線大清水トンネル貫通
昭和５５年（１９８０）
川治プリンスホテル火災
昭和５６年（１９８１）
神戸ポートアイランド博
昭和５７年（１９８２）
東北・上越新幹線開業
昭和５８年（１９８３）
東京ディズニーランド開業
昭和５９年（１９８４）
観光政策審議会が運輸省に移管
昭和６０年（１９８５）
東北・上越新幹線上野駅乗り入れ
昭和６１年（１９８６）
国際観光モデル地区制度開始
昭和６２年（１９８７）
国鉄分割民営化
昭和６３年（１９８８）
青函トンネル、瀬戸大橋開通
平成元年（１９８９）
吉野ヶ里の環濠集落発掘
平成２年（１９９０）
大阪で国際花博
平成３年（１９９１）
観光交流拡大計画策定
平成４年（１９９２）
地域伝統芸能等活用法公布
平成５年（１９９３）
屋久島など世界遺産登録
平成６年（１９９４）
関西国際空港開港
平成７年（１９９５）
旅フェア初開催
平成８年（１９９６）
ウエルカムプラン２１発表
平成９年（１９９７）
秋田・長野新幹線開業
平成１０年（１９９８）
明石海峡大橋開通
平成１１年（１９９９）
しまなみ海道開通
平成１２年（２０００）
祝日３連休法施行
平成１３年（２００１）
日本ツーリズム産業団体連合会設立
平成１４年（２００２）
ＪＡＬ、ＪＡＳ経営統合
平成１５年（２００３）
観光立国行動計画決定
平成１６年（２００４）
九州新幹線新八代～鹿児島中央開業
平成１７年（２００５）
愛知万博開催
平成１８年（２００６）
観光立国推進基本法成立
平成１９年（２００７）
観光立国推進基本計画策定
平成２０年（２００８）
観光庁発足

編
集
製
作
と
印
刷
工
場
が
一
体
化
し
た
東
京
本
社
（
デ
イ
・
エ
ス
ビ
ル
）

週刊「観光経済新聞」は業界で最も多く読まれている専門紙です


